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那賀川の概要
●那賀川

・幹川流路延長125km、流域面積874㎢の一級河川
・流域の主な産業：製紙、化学工業製品、製材、木工等
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那賀川の概要
那賀川流域は日本有数の多雨地帯 那賀川流域は台風の通り道

狭い川幅急流河川である那賀川水系



那賀川の事業概要

●事業概要

古庄地区

古庄地区

那賀川河川事務所 主な事業（2023）

那賀川流域および古庄地区位置図

・治水事業（堤防強化対策等）、
環境事業（那賀川自然再生事業）
を実施



堤防強化による治水安全度の向上（侵食対策事業）

事業概要（堤防強化対策等）

・２極化の解消
・堤防を強化

洪水流によって堤防が削られたり、漏水によって堤防が崩れないように、
河床に堆積した土砂を利用して高水敷を整備したり、水を透しにくい堤防構
造にするなどして堤防を強化する。



河川環境の再生

・那賀川の下流域では土
砂供給量の減少により
河床低下が進行してい
る状況である。

この土砂動態の変化
等による河川環境の悪
化は、現状のままでは
自然の営力による回復
は期待できない

・関連工事等と連携し、
多様な動植物の生息・
生育・繁殖環境の回復
を目指していく

事業概要（那賀川自然再生事業）



事業概要（古庄地区）

●古庄地区
・那賀川距離標6k200～8k200左岸に位置
・侵食対策、自然再生の事業対象箇所

治水安全面（流下能力・河岸侵食等）を確
保した上で、浅瀬環境の保全・再生を目標
とした検討・整備を進める

河川整備計画での侵食対策実施区間と浅瀬環境の保全・再生箇所

古庄地区



対象工事の概要

●仮設道路

・古庄地区での初年度工事
・ 7/600～7/800 左岸

上流右岸側からの流路が流れ込む水衝部で洗掘傾向が強い地区内でも特に侵食
リスクの高い区間から着手。

仮設道路

仮設道路設置状況

令和2年度
工事区間

那賀川橋

流れ

仮設道路

那
賀
川
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8/000 7/000

・本工事では、高水敷整備で利用する土砂を対岸
から持ってくるため、現地での最適条件を検討
し、工事区間上流の瀬の位置に仮設道路を設置
した。

河床材料
流用範囲

●高水敷整備



新那賀川橋

●浅瀬環境の保全・再生に対する取組み

本工事は本来、治水面のみの対策である
が、環境面がおろそかにならないよう、両
者を総合的に考えた対策が出来ないか検討。

本工事の施工過程において、「浅瀬環境
の保全・再生」のうちアユの産卵場造成と
いう目標のため、アユ産卵場となる河床の
最大の特性である水深の浅い瀬を創出でき
るよう取り組みを試みた。

仮設道路撤去状況

河川改修事業における環境配慮



仮設道路

令和2年度
工事区間

那賀川橋

河床材料
流用範囲

浅瀬環境の保全・再生に対する取組み
仮設道路天端高

仮設道路撤去後
の河床高



●アユの産卵場造成における背景

【既往調査（古庄地区を含む那賀川の下流域）】
・淵環境が約6割に対し浅瀬環境が約3割と少ない
・細礫相当（5～20mm）の河床材料が不足

アユ産卵適地が減少

【アユ産卵場の一般的な特性】
瀬であること、河床が浮き石の状態であること

那賀川下流域における瀬淵分布とアユ産卵確認場所

瀬環境

那賀川流域の小学生とのアユ産卵場づく
り体験（令和5年10月）

浅瀬環境の保全・再生に対する取組み

河床耕耘により、河床を柔らか
くする活動などを実施



新那賀川橋

●仮設道路の撤去時の河道掘削における工夫点
【目的】
治水を目的とした河川改修事業である本工事の施工過程において、
「浅瀬環境の保全・再生」のうちアユの産卵場造成という目標に
対する取り組みを実施する。

【検討】
アユ産卵場となる河床の最大の特性

＝水深の浅い瀬
＝仮設道路の設置箇所

【試験的対策】
河道掘削に伴う浅場づくり

産卵場として効果が期待できる水深を念頭に
（約0.1～0.6m（那賀川での産卵場の実績））、

原形復旧（仮設道路の完全撤去）ではなく、
河床が浅場となる・河床材を残すように掘削
を実施。 仮設道路撤去状況

浅瀬環境の保全・再生に対する取組み



（A）深み

施工後に確認された効果

令和2年度工事区間

仮設道路の位置

Flow
8/000

（1）瀬としての評価
河床が安定せず、瀬・淵の移動性が強い那賀川において、
瀬として残存しているか？

瀬の状況

新那賀川橋

左岸側は流れが通り深み（A）があるものの、
浅場づくり実施区間（B）はほぼ残存、その上
流区間も瀬（C）として存している

高水敷の施工区間：水衝部として侵食リスクの高い＝淵としては安定した区間
浅場づくりを実施した区間：その上流にあたる瀬として安定しやすい区間

（B）浅場づくり実施区間
ほぼ残存

（C）瀬

水衝部＝淵

アユの産卵範囲



施工後に確認された効果

約3割増 約40倍

令和2年度工事区間
仮設道路の位置

Flow
8/000

アユ産卵範囲

（2）アユの産卵場としての評価
産卵場として機能しているか？（今回の施工目的 ）

親アユ

産着卵

【産卵場調査結果】
・施工完了の約半年後（R3）、約1年半

後（R4）に調査実施
・面積値はR3・R4ともに十分だが、平

均産卵数では、顕著な差を確認（R4
は非常に良好な状態）

R3・R4比較

別要因（親アユ数など）の影響について
産卵場としての機能を確認

R3、R4：十分な値 R4：非常に良好

アユの産卵範囲



施工後に確認された効果

令和2年度工事区間
仮設道路の位置

Flow
8/000

アユ産卵範囲
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（2）アユの産卵場としての評価
産卵場として機能しているか？（今回の施工目的 ）

【調査結果（ R4 ）】
水深、粒径、貫入度の結果より、
河床は浮き石状態にあるといえる
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水深：約0.0～0.6m
平均流速（底層）：約0.1～0.6m/s

礫分が7割以上

平均8.0cm程度
歩くと河床が沈み込む（崩れる）感触
あり

仮設道路の撤去に際して浅場
づくりを実施した瀬の状態が
アユ産卵場として良好に遷移



アユの産卵場形成要因の分析

【河道掘削直後（令和3年3月）】
水深は浅いものの、どちらかといえば締め固まった状態の瀬

（仮設道路として利用していたため）

【工事完了～令和4年10月（産卵場調査時期） 約1年半】
○出水による攪乱
・水防団待機水位程度の出水を数回記録
・令和4年度は産卵場調査の直前（9月中下旬）に

対象期間では最大水位となる出水が数日間発生
○適切な水深の保持
・上流に形成されている砂州から河床材料が供給

されているのではないか

年月の経過とともに出水により河床の適切な粒径の石材が動きやすくなり、
また砂州から集積され、浮き石状態が創出・維持されている

●瀬の状態が良好に遷移した要因

令和2年度工事区間

仮設道路の位置

砂州

新那賀川橋

令和4年11月撮影



今後の事業への展望

【令和2年度工事における最大の着目点】
・治水面の対策を目的とした工事における仮設撤去作業を活かす形で

環境面の対策を図ったこと
・仮設道路の設置に際し、労力が少なくなるように検討し、大きな工

程変更がないよう実施したこと

【他工事への活用】
・手法が簡易であること、一般的に仮設道路は瀬を利用して設置する

ことが多いため、他工事においても同様の手法を用いることは十分
に可能

【留意点】
・特に産卵場としての機能を発揮することを期待するならば、形成し

た浅瀬が少なくとも一定期間は維持されることが重要

●他工事への活用

工事を実施する箇所が、工事後も浅瀬として維持可能な箇所にあたる
のか、見極めた上で実施することが重要



●那賀川自然再生計画への展望

【古庄地区の位置付け：試験施工箇所】
・瀬環境の保全・再生を目指して、河床変動状況や対策の効果・影響

のモニタリング結果等を検証し、今後の事業へ反映していく

・本事例の浅瀬環境は、河床高を維持しながら産卵場の機能も有して
おり、今回得られた知見は、今後の検討の一指標となりうる
（検討条件が異なる点を考慮する必要あり）

・今後もモニタリングを継続することで未解明な点についての要因
検討も行い、フィードバックを図りながら計画・事業を実施していく

今後の事業への展望



ご清聴ありがとうございました。


